
「てご」とは、方言で「手伝う 

（支援する）」という意味です。 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月 10 日 第 138 号 

                                  浜田市農林業支援センター 

 
「立春」が過ぎ、暦の上では春の始まりとされていますが、まだまだ寒い日 

が続いています。今年の冬は、久しぶりに寒い冬となり、大雪の影響で農  

業用施設への被害も発生し、早期の復旧が望まれます。 

また、この時期には、通常はインフルエンザやノロウイルスなど、

季節性の感染症が心配される時期ですが、やはり今年もコロナウイル

ス一色の様相となっています。農業者の皆さんは、そうした感染症対

策も行いながらの作業になると思いますが、くれぐれも体調に気をつ

けて作業を行ってください。 

（ 浜田市農林業支援センター長 石原孝光 ）  
 

 
                                      

１.「いわみ中央ぶどう部会」  🍇 更なるぶどうの産地拡大を目指して新規発足 🍇 
 

令和 3 年 1 月 28 日、浜田ぶどう生産組合と金城町ぶど

う生産者協議会が統合され、新しく、｢いわみ中央ぶどう部

会｣が設立されました。現在、新規就農者の加入やリースハ

ウス事業の活用により、生産面積の拡大を進めているなか

で、更なる生産振興のために、新組織を発足されました。 

 今後は、知識・技術の共有による栽培技術の向上、儲か

るぶどうブランド確立に向けた販売体制の強化、産地振興

による地域の活性化等を行動計画に掲げ、“ぶどう産地ビ

ジョン”に基づく、「2028 年の販売金額 6,000 万円」を

目指します。 

令和 3 年度の事業計画では、「産地生産量 50t」「共販出荷量 25t」「販売金額 3,000 万円」を目標に掲げてお

り、浜田の顔となる農産物「大粒ぶどう」の振興について、一層の取り組みが期待されます。 
 

 

２. 農事組合法人の設立 !!  

＝ 上府農事組合法人設立 ＝ 
 

  令和 3 年 1 月 22 日に上府自治公民館にて、 

「上府農事組合法人」の設立総会が開催されまし

た。 

  上府地区の圃場整備を機に、農地を今後どのよう

にして守っていくのか検討を重ね、農事組合法人の

設立に至りました。代表の三浦さんからは「法人設

立で、スタート位置に立った、これからの取り組み

が本当の勝負だと思っている。愛する上府地域を守

っていくため、組合員の協力をお願いする」と今後

に向けた力強い挨拶がありました。 

  水稲、大豆等の栽培を中心に営農を行っていく   

予定で、「上府農事組合法人」の今後が期待され  

ます。 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

上府農事組合法人の理事の皆さん 



 

４.「都川地区・市木地区農地保全協議会」の開催について  
 

旭町の都川地区、市木地区において、令和 2 年 12 月 21 日（月）と 22 日（火）に、今後の農地管理を 

 考える会を開催しました。 

 会の中では、各地区から中山間直払制度の関係者にお集まりいただき、まず

は、旭支所担当者から、今までの調査やアンケートなどで出てきている結果に

ついて、説明を行いました。その後、浜田管内の事例として「弥栄自治区の取

り組み」について、当支援センター職員から説明を行いました。 

参加者との意見交換では、各地区の状況の話をされ、どの地区も高齢化や担

い手不足が厳しい状況にあり、地域を守るために今後も積極的に協議を進めて

いくことになりました。 

 

 

５. 「令和 3 年春の農作業安全確認運動」の実施    

について                          
 

農林水産省では、毎年約 300 件発生している農作業死亡事故を減らす

ため、3 月 1 日から 5 月 31 日までを重点期間として、関係団体や企業

等と一体となって、「令和 3 年春の農作業安全確認運動」を実施しま

す。 

特に死亡事故の発生割合が高い乗用型の農業機械の作業における「シ

ートベルト・ヘルメット」の着用徹底をはかるなど、安全対策を見直す

運動を展開します。 
 

 重点推進テーマ  
  

 【 見直そう！ 農業機械作業の安全対策 】 
 

 

 
 

 

６. 「令和３年産 水稲生産実施計画書 兼 水稲共済変更届出書    

兼 経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書」(確認野帳)の提出について 
 

浜田市農業再生協議会では、先月中旬に農業振興委員の

方々にお集まりいただき、令和３年産米の生産数量の目安、

水田活用の直接支払交付金助成や手続、記入方法等の「地区

説明会」を行い、水稲作付等の事前の実施計画業務を始めて

います。 

 3 月上旬には、｢令和３年産 水稲生産実施計画書兼水稲共

済変更届出書兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画

書書」を配布いたします。  

計画書の配付・集約は、農業振興委員にお願いしておりま

すので、期限までにご提出ください。 

 農作業で忙しくなる時期ですが、よろしくお願いします。 

当情報誌は、新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の皆様に

配信しています。ご意見や掲載をご希望される場合は下記までご連絡ください。 

■ 発刊 浜田市農林業支援センター (農林振興課 普及支援係)  

〒697-8501  島根県浜田市殿町１番地 （浜田市役所 4 階）   

TEL：0855-22-3500   FAX：0855-22-3477    

E-mail：n-shien＠city.hamada.lg.jp 


